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1. まえ  

近年，周波数利用効率向 を目指し 送受信を同一周波数
行う全二重通信 研究さ い ．全二重通信 ，従来 半
二重通信 発生し 自己干渉を考慮す 必要 あ ，
適 干渉管理 全二重通信 け 重要 課題 い
．移動局(MS) 送信電力増加 基地局(BS) 受信信号電力

を向 させ ，全二重通信 い ，MS 自己干渉 増大
を招く ，全二重通信 ープッ 特性 大 影響を
え ．本稿 ，全二重セ ネッ ワー を対象 し MS
送信電力 全二重通信 ープッ え 影響を調査す

， ープッ 特性向 能 MS 送信電力制御
法を検討す ． 

2. シス モ   
を １(a) 示す う 7 セ 構成 し，各セ

MS を ンダ 一 配置し BS 全二重通信を行う．セ
0 を評価セ ，セ 1 6 干渉セ す ． 
セ 0 MS BS 他セ 受け 干渉を IMS，

IBS，BS-MS 間 伝播損を GBStoMS，雑音電力密度を N0，帯域幅
を W，BS 送信電力を PBS，MS 送信電力を P MS，BS MS
け 自己干渉利得を GBS，GMS し ，セ 0
MS 全二重通信時 ープッ R 式(1) 式(3)

え ． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.  全二重通信における送信電力制御 
式(2)，(3) 示し う 全二重通信 MS 送信電力 PMS

増加 ップ ン (UL) 受信電力増加を え ，一方 ダ
ウン ン (DL) 干渉増加を招く． 適 送信電力
制御 ープッ R 低 を招く恐 あ ．し ，
適 送信電力制御を実現す MS 送信電力 P MS 増加

対し ープッ R 増加す 条件を求 ． 条件
一 MS 送信電力 P MS 変化 対し R 極値を持 い
こ あ ． 

MS 送信電力 PMS 増加 対し ープッ R 極値を持

条件
𝑑𝑑𝑃MS = 成立し いこ あ ．ゆえ ，こ 関係

成立し いこ 目的 条件 あ ， 

 

 

 

 

 

得 ． 

次 導出し 条件を考慮し 送信電力法を考え ．式(4)を満

すMS 送信電力増加 ープッ 向 見込

，送信電力を基準値𝑃 D 一定値𝛥𝑃 け増加させ ．一

方，式(4)を満足し い MS 送信電力 基準値𝑃 D す ． 

4. シ ュ ーション評価  

記 送信電力制御を適用し 場合 全二重通信 ープ
ッ Rを計算機 ー ン 評価し ．評価諸元を
表１ 示す．MS 自己干渉利得 GMS MS 性能 右さ

仮定し，表 1 設定範 ンダ 選択し ． 2
送信電力制御を適用す ，MS 送信電力を全 MS 基

準値𝑃 D し 場合，全 MS 基準値𝑃 D 一定値𝛥𝑃
け増加させ 場合 比較し 高い ープッ を実現
い こ ． 

 

(a)セ       (b)干渉  

1  

 
表 1 ー ン諸元 

2 ープッ 特性 
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𝑅 = 𝑅D + 𝑅                     (1) 𝑅D = 𝑊𝑙𝑜𝑔 ( + 𝐺B to 𝑃B𝑁 𝑊 + 𝐺 𝑃 + 𝐼 ) (2) 

𝑅 = 𝑊𝑙𝑜𝑔 ( + 𝐺B to 𝑃𝑁 𝑊 + 𝐺B 𝑃B + 𝐼B )  (3) 

𝐺B to ≤ 𝐺 𝐺𝐵 𝑃B + 𝑁 𝑊 + 𝐼B𝑁 𝑊 + 𝐼  (4) 

セル半径  0.35 [km] 

BS送信電力 𝑃B  20 [dBm] 

MS送信電力基準値  𝑃 D 10 [dBm] 

BS自己干渉利得 𝐺B  -110 [dB] 

MS自己干渉利得 𝐺  -130～-90 [dB] 

BSアンテナ利得  14 [dBi] 

BS-MS間の伝搬損 𝐺B to  
. + . 𝑙𝑜𝑔 𝑑 

( d:距離[km]) 
[dB] 

BS間の伝搬損  . + 𝑙𝑜𝑔 𝑑 [dB] 

MS間の伝搬損  

. + 𝑙𝑜𝑔 𝑑 𝑑 ≤ .  
[dB] . + 𝑙𝑜𝑔 𝑑 𝑑 > .  
[dB] 

雑音電力密度 𝑁  -174 [dBm/Hz] 

周波数帯域幅 𝑊 10 [MHz] 
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